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冰

心

廠

　
　
　
　
　
　

一

　

雨
江
を
遡
航
し
て
銀
海
に
至
る
と
、
雨
岸
に
は

錐
形
草
蓋
の
建
築
物
が
楊
柳
の
間
に
多
数
建
っ
て

見
え
る
。
こ
れ
が
冰
廠
と
稀
せ
ら
れ
る
冰
の
貯
蔵

所
で
あ
る
。
往
時
あ
る
武
将
が
兵
を
率
ゐ
て
此
處

に
来
び
ヽ
之
を
遠
望
・
し
て
そ
０
如
何
歓
る
も
０
で

あ
ざ
か
を
土
民
に
問
う
た
と
と
ろ
、
土
民
は
答
ふ

る
に
氷
廠
を
以
て
し
た
。
、
武
将
驚
き
て
何
ぞ
兵
廠

の
多
き
や
と
て
、
旗
を
捲
い
て
逃
れ
去
っ
た
と
い

　
　
　

ふ
話
が
画
る
。
蓋
１
　
、
真
と
冰
と
は
支
那
昔
が
相

　
　
　

。
通
す
る
か
ら
で
あ

心

。
こ
１
で
ぽ
か
ｘ
る
話
の
員

　
　
　

儒
は
問
題
ｔ
は
た
い
。
そ
れ
ほ
ど
銀
海
か
ら
寧
波

　
　
　

に
至
泰
雨
江
０
洽
岸
に
ぱ
冰
廠
が
無
数
に
立
ち
並

ハ

　
　
　

ん
で
ゐ
る
。
そ
め
正
確
な
る
統
計
は
不
明
で
あ
４
＝
＼
、

佐

　

｀

　

伯

富

時
代
に
よ
っ
て
増
減
も
す
る
が
、
鄭
瓢
通
志
食
貨

志
０
傅
ふ
る
所
に
よ
れ
ば
、
民
國
二
十
年
頃
の
概

数
と
思
は
。
れ
る
が
、
「
寧
波
の
和
豊
紗
廠
よ
り
以

東
、
鎮
海
０
江
北
方
面
に
至
る
ま
で
の
欄
に
、
鼎

盛
の
時
に
は
千
数
百
廠
を
敷
へ
た
」
と
噂
ふ
。
殊

に
梅
墟
銀
一
帯
の
沿
・
江
。
十
支
里
の
地
に
櫛
比
す
る

有
様
ば
瞳
か
に
」
奇
観
た
る
を
失
は
ね
。

　

塵
ら
ば
か
χ
ゐ
多
数
の
冰
の
貯
蔵
所
が
特
に
優

阪
０
地
に
設
け
ら
れ
た
の
は
い
か
な
る
事
情
に
よ
。

る
も
０
で
あ
ら
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
鄙
籐
志

（
乾
降
）
巻
二
八
、
物
産
の
條
Ｆ

　

雨
凍
涜
心
居
民
。
多
頑
冰
錫
業
。
加
之
冰
章
。

　

夏
初
聴
取
以
佐
海
魚
行
遠
。
。

と
あ
り
、
叉

　

雨
江
漁
船
。
ご
葛
漁
訊
期
。
至
歯
奉
化
江
。
揚
帆
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而
来
。
経
過
凍
郷
、
梅
墟
江
催
。
、
必
購
冰
貯
舘
下
。
便
船
載

　

重
。
始
可
浮
海
。
及
在
定
海
洋
面
じ

　

上
之
魚
行
也
。
（
郵
駆
廷
志
食
貨
４
’

と
見
え
て
ゐ
る
や
う
に
、
雨
江
沿
岸
の
冰
廠
の
設
ぶ
は
支
那
ｏ

一
大
漁
場
た
る
舟
山
群
島
の
漁
業
と
重
要
な
る
開
係
が
あ
る
こ

と
が
自
ら
明
ら
か
で
あ
ら
う
。

こ
０
冰
廠
は
鄭
鄙
通
志
食
貨
志
に

　

冰
廠
多
篤
壇
江
農
民
之
副
業
。

と
い
へ
る
如
く
、
元
来
農
民
の
副
業
と
し
て
起
っ
た
も
０
で
あ

る
。
最
初
は
寧
波
地
方
に
限
ら
れ
て
ゐ
た
や
う
で
あ
る
が
、
次

第
に
雨
江
を
下
っ
て
銀
海
に
も
及
び
更
に
穿
山
の
地
方
に
も
傅

播
し
た
や
ダ
で
あ
る
。
銀
海
部
志
皿
巻
四
二
物
産
０
條
に
は

　

銀
邑
向
無
冰
廠
。
近
則
澄
江
多
搭
蓋
矣
。
饌
海
備
志
‐

　

近
時
穿
山
後
所
一
帯
。
亦
頗
獲
冰
廠
之
利
。
｀
采
訪
船
。

八
東
郷
。
梅
墟
江
檀
。
必
購
冰
貯
鯉
下
－
。
（
蘇
麻
通
志
）
コ
・

と
あ
る
記
事
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
之

雨
江
０
漁
船
と
は
寧
波
０
い
か
な
泰
地
亘
の
も
0
1
を
指
す
か
に

づ
い
て
は
、
鄭
鄙
通
志
食
貨
志
漁
業
の
條
に
、
（
鄭
籐
建
設
第

一
集
、
計
書
調
査
三
六
頁
同
）
主
な
る
漁
港
の
盾
在
地
並
に
。
漁
’

民
の
統
計
を
示
し
て

　
　

大
崇
港

　
　

一
〇
〇
〇
人
（
奉
化
江
と
闘
係
な
し
）

　
　

姜

　

山

　
　

二
〇
〇
〇
人

　
　

東
銭
湖

　
　

五
○
○
○
人

　
　
　
　
　
　
　
　

。

と
言
っ
て
ゐ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
服
、
姜
山
、
東
銭
湖
の
漁

船
が
絡
對
的
に
多
か
っ
た
と
い
、
ふ
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

寧
波
に
疲
生
し
た
冰
廠
は
、
。
先
に
も
述
べ
た
如
く
、
次
第
に

雨
江
を
下
っ
て
鎮
海
鄙
地
方
に
も
設
立
を
見
る
が
、
そ
れ
は
冰

廠
に
よ
る
利
盆
が
甚
だ
大
で
あ
っ
た
た
め
に
、
か
Ｘ
る
流
行
を

と
言
つ
て
ゐ
る
の
は
冰
廠
建
設
の
傅
播
ｏ
逃
を
示
す
も
の
と
考
―
し
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

へ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鄭
鄙
通
志
ｏ
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
普
通
、
冰
廠
一
所
を

　

然
ら
ば
何
故
に
冰
廠
は
最
初
に
寧
彼
に
登
生
し
た
か
。
そ
れ

　
　

所
有
し
て
ゐ
る
と
、
一
年
に
五
百
元
乃
至
一
千
元
の
利
益
を
獲

は
雨
江
ｏ
漁
民
が
主
と
し
て
寧
彼
人
で
あ
つ
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
ｏ
地
方
に
於
け
る
冰
廠
の
利
益
は
年
額

こ
の
こ
と
は
先
に
も
引
用
し
た
が
、

　

『
’

　
　
　

。

　
　

ゾ
百
萬
元
以
上
に
も
達
す
る
と
い
ふ
。
冰
東
の
大
・
な
る
も
の
は
ｍ

　

ｌ
ｌ
Ｉ

　

ｉ

　
　

Ｉ
一
一
～

　
　

Ｉ
Ｉ
Ｉ

　

Ｉ

　

‐
｀

　
　
　
　

。

　
　
　
　
　

’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。
。
。

　

甫
江
漁
船
。
常
漁
根
期
。
至
由
奉
化
江
Ｊ
揚
帆
而
来
。
経
過

　
　

十
五
六
畝
、
、
、
最
も
小
な
る
も
０
も
五
六
畝
を
必
要
と
す
る
　
０
こ
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ｏ
肌
地
は
各
は
水
を
１
　
い
で
結
冰
さ
せ
る
≒
↓
そ
の
他
０
　
時
に

は
、
農
作
に
Ｉ
利
用
す
る
こ
■
＼
)
が
出
来
る
。
寧
波
に
於
け
る
田
地

一
畝
の
價
格

十
元
で
．
あ
る

”
”
／

は
六
十
元
乃
至
百
二
。

り

冰
廠
の
あ
ざ
雨

江
沿
岸
の
田
價
は

｀
百
元
以
上
に
達
す

畝
に
つ
き
五

い
は
れ
て

利
益
が
大

’
で
あ
る
か
ゞ
こ
れ
に
よ
っ
て
も
窺

ひ
知
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　

二

　

遠
く
亀
ら
冰
齢
を
望
む
と
、
草

葺
の
屋
根
が
ち
や
う
ど
す
り
鉢
を

倒
立
し
た
如
く
、
暮
れ
ゆ
く
江
南

の
平
野
、
。
或
ぽ
そ
ぽ
ふ
ゐ
春
雨
に

陣
ぶ
る
楊
柳
の
間
に
散
見
す
る
有

様
は
仲
々
趣
０
あ
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
贋
造
に
つ
い
て
は
銀
海
斬

志
（
光
緒
）
省
三
八
物
産
０
條
に

盆
畜
ａ
具
中
ｗ
１
暫
（
誌
詔
詔
詣
Ｊ
）
１

‘
瞼
肱
・
不
至
積
雨
浪
漏
・
地
£
ｔ
・
之
・
。
以
草
通
蔓
溥
。
・
各
片

必
冰
１
　
良
・
必
使
封
彫
周
密
・
４
不
暴
風
・
下
可
流
水
・
庶

無
溶
化
之
患
。

A
｝
見
え
、

に

叉
。
部
邸
通
志
。
食
貨
志
の
條

圖略附岸治江甫

　
　

冰
廠
…
…
…
…
支
木
建
廠
。
茨
草
其

　
　

上
。
掘
地
篤
窪
。
用
以
貯
冰
。

　

と
＆
り
ヽ
更
に
支
那
省
肘
全
誌
第
十

　

三
春
（
大
正
八
年
刊
）
五
四
七
頁
に
は

　
　

冰
廠
は
土
を
以
て
深
く
氷
を
覆
ひ

　
　

其
上
を
藁
を
以
て
三
角
形
に
葺
き

　
　

日
光
を
遮
れ
り
。
其
大
さ
大
抵
方

　
　

四
、
五
間
あ
り
。

　
　
　

”

　

と
述
べ
て
ゐ
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
観

　

そ
の
二
斑
を
察
知
す
る
こ
と
が
出
来

　

る
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　

’
｀

　
　

十
月
以
後
ヽ
賑
候
が
ぎ
冷
に
赴
き
ヽ

へ
結
冰
の
時
節
に
な
る
と
、
収
穫
後
Ｏ

田
に
水
を
濯
ぎ
結
冰
さ
せ
る
。
早
晨
二
三
時
頃
、
月
光
に
乗
Ｉ

て
田
中
の
冰
を
移
し
て
冰
廠
の
中
忙
。
貯
蔵
す
る
。
こ
の
仕
事
に

25
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兼

ノ

ビ

言ヅジ

　

ャ

ド

j

L

　

・
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当I
，

ヨに１卜

言

．

　

゛Ｖ

　

ｉ

　　　　　　　　　　　　　

｀

　　　　　　

’ﾆ’|｀

　

4巳

　　　　

．’

　　　

峡｀へ

づ
１

　　　　　

-

　　

、

　　　　　

少

　

、

　　

1００００００

ゐ

　

百

る

　

元

　

゜以
い

　

上
か

　

に
に

　

錘
冰，す
廠

　

る
の｀と
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従
事
す
る
者
を
擾
冰
と
稀
す
る
が
、
多
く
は
近
隣
０
農
民
を
雇

。
傭
す
る
。
気
候
蔽
塞
で
工
作
が
顛
苦
で
あ
る
開
係
上
、
努
賃
は

普
通
の
悟
働
者
よ
り
高
く
、
毎
一
時
間
、
約
二
角
位
で
０
　
。

春
夏
の
間
、
漁
紙
期
に
至
る
と
、
漁
船
が
雨
江
を
下
っ
て
、
冰

廠
の
あ
る
地
方
に
来
る
。
冰
廠
か
ら
漁
船
に
冰
を
運
搬
す
る
が
、

こ
れ
を
挑
冰
と
い
ふ
。
挑
冰
も
亦
農
家
０
子
弟
０
従
事
す
る
所
’

で
あ
る
。
毎
指
、
途
０
遠
近
を
計
っ
て
價
を
定
め
る
が
、
壮
健

な
ぞ
者
は
日
に
能
く
銀
一
元
以
上
を
獲
る
と
い
ふ
。
か
や
う
に

冰
業
に
よ
る
利
釜
が
福
富
大
き
い
関
係
上
、
浪
江
一
帯
は
人
口

伺
密
で
、
農
耳
は
噸
惰
の
風
を
生
じ
て
ゐ
る
。
。
こ
の
地
方
一
帯

に
賭
博
が
盛
に
行
は
れ
る
の
も
一
に
冰
業
に
よ
る
収
入
か
ら
、

金
廻
り
が
割
合
に
多
い
か
ら
だ
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

　

こ
の
冰
廠
を
形
成
す
る
者
に
、
貰
廠
と
伶
擾
と
０
二
種
が
あ

る
。
前
者
は
業
主
で
あ
り
、
冰
廠
を
徨
戸
に
租
具
す
る
。
廠
崖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

　
　
　
　
　
　

‘

の
材
木
は
貰
廠
心
脊
椎
ｒ
声
る
が
ヽ
竹
草
ヽ
゛
雇
傭
勢
働
者
そ
の

他
の
費
用
は
一
切
、
擾
戸
持
ち
で
あ
る
。
但
し
大
抵
の
場
合
、

多
く
は
擾
戸
は
租
價
を
出
さ
す
し
て
冰
０
費
上
高
を
業
主
と
均

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

分
す
る
。
そ
こ
で
、
糞
年
（
冬
寒
冷
に
し
て
冰
多
き
年
を
い
ふ
。

従
っ
て
原
則
的
に
檀
生
産
費
は
多
く
要
す
る
が
、
費
冰
價
は
低
‘

下
す
る
わ
け
で
あ
る
）
に
遜
へ
ば
、
捺
戸
の
損
失
。
は
甚
だ
大
き

い
。
之
に
反
し
て
業
主
は
損
失
を
蒙
る
こ
と
な
く
、
只
利
盆
を

受
け
る
こ
と
が
僅
少
な
る
に
過
ぎ
な
い
。
近
年
冰
廠
が
次
第
に

衰
落
し
始
め
た
の
は
、
舟
山
群
島
に
於
け
る
漁
業
０
衰
微
と
も

開
係
す
る
が
亦
冰
廠
の
か
ｘ
る
機
構
０
う
ぢ
に
も
原
因
が
潜
ん

で
ゐ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

　

’
冰
價
は
漁
業
の
盛
衰
、
及
び
冬
夏
雨
季
の
寒
暑
、
従
っ
て
又

冰
量
０
多
少
に
依
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
こ
０
地
方
の

冰
業
者
は
漁
業
０
腿
展
を
希
ふ
と
共
に
寒
暑
の
気
候
に
對
し
て

は
重
大
な
る
開
心
を
寄
せ
て
ゐ
る
‘
。
こ
の
地
方
の
諺
に
「
露
天

喫
飯
」
と
い
ふ
０
が
あ
る
が
、
全
く
こ
の
間
の
微
妙
な
る
心
理

舷
態
を
穿
っ
て
ゐ
る
。
又
こ
の
地
方
に
は
天
年
、
（
冰
少
き
年
を

い
ふ
。
従
っ
て
冰
價
は
高
騰
す
る
わ
け
で
あ
る
）
糞
年
と
い
ふ

成
語
が
あ
る
が
、
亦
か
ｘ
る
間
の
事
情
を
最
も
端
的
に
あ
ら
は

し
た
表
現
法
で
あ
ら
う
。

　

普
通
、
天
年
に
逢
へ
ば
冰
價
毎
檜
三
四
角
で
あ
る
が
、
糞
年

に
は
僅
か
に
三
四
分
、
天
年
の
十
分
1
0
一
に
し
か
過
ぎ
な
い
。

こ
れ
を
以
て
し
て
も
、
冰
業
者
が
い
か
に
天
候
に
は
敏
感
で
あ

『
る
か
Ｊ
＾
窺
は
れ
よ
う
・
。
民
國
二
十
三
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
和

豊
紗
廠
か
ら
楊
木
喫
ま
で
二
百
締
の
冰
廠
の
生
産
額
は
、
巌
寒

の
た
曲
、
百
二
４
　
冪
薔
に
も
達
べ
總
價
格
轜
十
八
萬
元
に
過

26-



223

ぎ
た
か
つ
た
と
い
は
れ
る
。
卯
ち
Ｉ
、
備
の
價
は
一
角
五
分
と
か

　
　
　
　
　
　

④

る
わ
け
で
あ
る
。

　

・

－ ｊ

　

冰
業
の
衰
退
が
以
上
述
べ
た
如
く
、
諸
種
の
原
因
に
よ
る
も

の
。
で
あ
る
こ
と
が
、
明
ら
か
と
な
っ
て
来
た
が
、
更
に
原
始
的

な
こ
の
冰
業
自
身
に
つ
い
て
も
反
省
が
加
へ
ら
れ
ね
ば
左
ら
な
。

い
。
支
那
省
別
仝
誌
第
十
三
春
五
四
七
頁
に
は

　

茲
だ
注
意
す
べ
き
は
、
営
地
方
に
於
て
魚
類
貯
蔵
に
用
ゆ
る

　

氷
に
し
て
、
這
は
冬
季
水
面
に
凍
れ
る
も
の
を
凍
る
に
従
っ

　

て
ヽ
之
を
掻
き
集
め
、
氷
廠
０
中
に
貯
ふ
る
な
り
。
…
…
…

　

是
等
０
氷
は
既
述
の
如
く
、
不
完
全
な
る
方
法
に
由
り
、
得

　

た
る
も
の
な
る
を
以
て
、
其
不
純
た
る
事
到
底
我
國
に
於
け

　

る
も
０
泡
比
す
べ
く
も
あ
ら
す
。
且
大
塊
な
く
、
悉
く
ザ
タ

　

く
せ
る
小
粒
な
り
。

　
　
　
　

。

と
述
べ
て
ゐ
る
や
う
に
、
近
代
工
業
０
狸
建
し
た
今
日
、
原
始

的
な
方
法
に
ょ
り
て
生
産
せ
る
冰
、
而
も
「
天
」
に
制
約
せ
ら

れ
。
る
所
の
冰
を
以
て
、
果
し
て
近
代
吐
會
０
生
産
部
門
に
互
入

し
て
ぃ
っ
ま
で
競
争
を
な
し
う
る
や
否
や
。
ヽ
併
し
今
倚
か
ゝ
る

冰
廠
が
巌
存
し
て
ゐ
る
事
賓
は
否
む
こ
と
は
出
来
な
い
。

-

-

-

　
　
　
　
　
　
　
　

‐

　
　
　
　

’

　

″
．

　
　

ｒ
″

　

ゝ

　
　

々

　

。
≒
Ｚ
－

　

｀
前
二
節
に
於
ｔ
冰
廠
の
最
近
の
大
盤
０
概
況
を
述
べ
た
揖
り

で
あ
る
が
、
吾
々
に
は
む
し
ろ
冰
廠
騒
生
の
原
因
、
冰
廠
の
歴

史
に
興
味
が
感
ぜ
ら
れ
る
。

　

冰
廠
が
浙
東
に
於
け
る
漁
業
心
騒
迪
と
開
１
　
し
て
騒
生
し
た

も
の
Ｉ
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
。
冰
廠
の
起
原
を
た
づ
ね
ん
と
す
れ
ば
、

営
然
研
東
に
於
け
る
漁
業
の
歴
史
を
も
ふ
り
か
へ
つ
て
見
る
必

要
が
あ
る
。
漁
業
が
原
始
産
業
の
一
で
あ
る
以
上
、
漁
業
の
歴

史
は
人
と
共
に
古
い
と
い
ふ
こ
と
は
い
・
ふ
ま
で
も
た
い
０
で
、

か
Ｘ
る
酷
吐
姑
く
論
外
に
措
く
と
し
て
も
、
史
記
巻
一
二
九
貨

殖
傅
に
‘

　

楚
勘
之
地
。
‐
地
膚
人
希
Ｊ
飯
稽
着
魚
。

と
見
え
て
ゐ
る
か
ら
、
春
秋
時
代
に
已
に
偉
業
が
浙
東
に
於
て
◇

行
は
れ
て
ゐ
た
と
と
は
事
資
で
あ
る
。
。

　

併
し
、
浙
東
０
漁
業
が
重
要
な
る
一
産
業
部
門
と
し
て
、
赦

會
に
。
出
現
し
て
来
た
０
は
支
那
の
歴
史
０
大
勢
か
ら
考
へ
名
と
、

江
南
が
開
硬
せ
ら
れ
て
か
ら
後
の
事
に
’
屡
す
る
や
う
に
考
へ
ら

へ
⑧

れ
る
。
隋
書
巻
三
一
地
理
志
に

　
　
　
　
　
　

ヽ
ｊ

　

江
南
之
俗
ｔ
火
耕
水
野
食
魚
真
稽
。
以
漁
賦
鴉
業
。
雌
無

　

蓄
積
之
置
。
然
而
亦
無
償
叙
。

と
見
え
る
事
債
か
ら
考
へ
る
と
、
’
隋
代
に
於
て
も
浙
東
の
地
域
’

27－
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Ｉ

　
　
　

Ｉ
１

　
　
　
　
　
　
　
　

″

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
－

゛
は
恂
未
だ
充
分
文
明
開
化
の
域
に
は
達
し
て
ゐ
な
。
い
や
う
で
あ

　
　
　

元
来
こ
の
地
方
は
、
賓
慶
四
。
明
志
巻
四
斂
産
に
‘
’

ｍ

　

聡
明
州
が
國
際
貿
易
場
と
し
゛
登
場
す
る
゜
は
唐
代
か
ら
゛

　
　

明
之
穀
有
早
禾
゜
有
中
禾
゜
有
晩
禾
ク
’
｀
゛
’
一
歳
む
入
゜
球

　
　

あ
る
が
ヽ
浙
束
の
漁
業
も
亦
明
州
ｏ
輦

　
　

や
う
に
推
測
せ
ら
れ
る
。
元
和
郡
謳
志
泰
二
ぺ
明
州
貢
賦
元
和

　
　
　

市
匝
斗
篤
銭
数
百
。

　
　

貢
の
條
陀
は

　
　
　
　
　
　
　
　

’
ヽ
‐
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
あ
り
、
大
徳
四
明
志
巻
四
五
穀
０
條
に

　
　
　
　

海
肘
子

　

橘
子

　

紅
蝦
米

　

鯖
子

　

紅
蝦

　

齢
烏
蝿
骨
『

　
　
　
　

田
之
近
山
者
多
年
乾
。
近
海
曹
多
斥
嘸
粳
臭
樗
咸
不
宜
焉
。

　
　

と
あ
る
如
く
、
多
敷
の
魚
類
の
名
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
‐
こ
の

　
　
　

則
子
土
能
有
幾
何
。
故
歳
得
上
熟
。
僅
可
供
州
民
数
月
之
食
。

　
　

頃
忙
至
っ
了

　
　

ば
し
め
る
。

　
　
　
　

－
－

　
　
　
　
　
　

～

　
　
　
　
　
　
　
　

と
見
え
る
や
う
に
、
米
穀
の
自
給
自
足
が
出
来
な
い
。
か
う
い

　
　
　
　

明
州
を
中
心
と
す
る
浙
東
地
匝
は
宋
０
南
波
と
共
に
大
い
に

　
　

ふ
勤
に
も
こ
０
に
地
の
漁
業
が
周
囮
の
地
理
的
條
件
―
‐
‐
主
と
し

　
　

翔
疲
せ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
と
共
に
漁
業
ｔ
未
曾
有
の
妾
展
を
燧

　
　

て
舟
山
群
島
の
漁
場
の
存
在
等
―
と
結
兪
し
て
妾
達
す
べ
き

　
　

げ
た
や
う
で
あ
る
。
南
宋
時
代
か
ら
元
代
に
か
け
て
編
纂
せ
ら

　

ｔ
情
勢
下
に
お
か
れ
て
ゐ
る
。
至
正
四
明
鏡
志
巻
五
土
産
の
條
に
。

　
　

れ
た
寧
彼
の
地
誌
が
現
在
多
数
に
残
っ
。
て
が
る
が
、
そ
こ
に
記

　
　
　

五
穀
之
生
。
。
隨
地
所
宜
。
。
’
郡
居
海
瞰
。
’
民
趨
漁
業
。
‐
況
山
僥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

″

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｊ

　
　
　
　
　

ｊ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

　

ｉ

　
　

さ
れ
だ
魚
類
め
種
類
０
豊
富
芯
は
全
く
漁
業
の
盛
大
さ
を
反
映

　

’
‘

　

地
硝
。
種
蔀
辛
苦
。
民
無
終
歳
え
蓄
。
計
之
戸
口
。
籍
販
頼

　
　

し
て
ゐ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
・
賓
慶
四
明
志
巷
四
敵
産
の
條

　
　
　

者
牛
之
。
政
不
可
不
備
其
名
数
務
本
之
義
也
。
土
産
庶
物
惟

　
　

に

　
　
　
　
　
　

。

　
　
　
　

。
－
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
錯
居
多
。
然
亦
録
所
常
見
者
。
非
有
所
略
也
。

　
　
　
　

石
首
魚
…
…
一
名
鰻
ｊ
：
拙
中
者
曰
石
筒
。
三
四
月
業
海
人
。
ヽ
と
言
っ
て
ゐ
る
の
は
、
か
ざ
る
間
の
事
情
を
傅
へ
て
祐
る
。

　
　

毎
以
潮
８
　
覧
往
探
之
。
曰
洋
山
魚
。
舟
人
連
七
警
出
洋
取
之

　
　
　

か
や
う
に
漁
業
が
登
達
し
な
が
ら
、
一
方
に
於
て
米
穀
が
そ

　
　

者
多
。
至
百
萬
鰹
。
と
見
え
る
の
も
い
か
に
漁
業
が
盛
大
で
あ

　
　

の
住
民
の
需
用
を
充
た
す
に
足
６
　
ぬ
と
す
れ
ば
、
漁
獲
せ
る
魚

　
　

っ
た
か
を
物
語
る
」
盈
左
こ
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－

　
　

一

　
　

Ｉ

　

Ｊ
―
一
―
ｙ
Ｉ

　
　

ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

予

　
　

Ｉ

　

メ

　

ー

　
　

ー

　
　
　
　

』
―
・

　

－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

々
≒
Ｊ
・

な
な
ら
ぬ
。
一
八
置
廠
類
は
腐
敗
し
。
易
く
、
生
魚
？

蓮
ぶ
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
之
を
永
く
腐
敗
さ
せ
ぬ
方

法
が
考
へ
ら
れ
る
。
賓
慶
西
明
志
巻
四
斂
産
（
至
正
側
明
績
志

春
五
土
産
同
）
の
條
忙

　

紫
魚
子
多
。
而
肥
。
夏
初
曝
乾
。
可
以
致
遠
。

と
あ
;
Q
｡
、
至
正
四
明
鏡
志
春
五
土
産
の
條
に

　

舟
人
春
時
得
之
（
比
目
魚
）
則
曝
乾
篤
瞳
。
可
致
遠
。

と
見
え
る
や
う
に
’
乾
魚
に
す
る
方
法
が
お
る
。
或
ぱ
又
賓
慶
西

明
志
春
四
斂
産
石
首
魚
の
條
に
。

　

盛
之
可
経
年
。
謂
之
郎
君
餐
。

と
見
え
、
至
正
四
明
鏡
志
春
五
。
土
産
の
條
に
も

　

石
首
魚
・
…
…
皮
軟
而
肉
薄
。
用
磯
酸
之
。
破
脊
而
枯
者
日
餐
。

　

仝
其
魚
而
醵
曝
之
。
謂
之
郎
君
徴
。
ｆ
皆
可
紘
年
不
壊
。
通
商

　

販
於
外
方
云
。
’

と
見
え
る
や
う
に
’
、
盛
魚
に
す
る
仕
方
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
方

法
は
宋
元
に
至
っ
て
始
め
て
考
へ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
已

に
古
く
か
ら
か
ゝ
る
方
法
が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。
史
記
貨
殖
傅

に
「
鮑
千
釣
ト
と
見
え
る
鮑
、
渡
記
内
則
に
’
「
夏
宜
諾
鎗
」
と

あ
る
雛
等
皆
乾
魚
に
外
な
ら
ぬ
。
周
憩
天
官
家
宰
の
條
に
醒
人
、
’

が
魚
醵
を
掌
る
と
杏
る
ガ
パ
こ
れ
は
已
に
古
く
‘
か
ら
盛
魚
の
あ

つ
た
こ
と
を
示
し
て
ゐ
名
○
－
ｉ

　
　

。

　
　
　
　

゛

　
　

。
’
｀

　

’

　
　

八

　

゛

　

・
こ
９
外
、
采
元
時
代
に
至
る
と
、

　

’
詫
魚
・
…
。
・
・
肉
白
皮
赤
。
腹
下
有
赤
血
。
如
芝
。
謂
之
頭
然
。
・
‐

　

常
認
海
水
。
則
有
蝦
立
其
上
。
土
人
以
姜
酷
食
之
。
其
白
肉

に
腰
切
。
用
轍
浸
。
謂
之
水
母
線
。
可
茸
遠
。
（
本
草
圖
経
。
・

　

至
正
四
明
後
志
巻
五
土
産
。
）

　
　
　
　
　

‐
ｉ
．

と
見
え
る
や
う
に
、
明
捺
を
以
て
魚
の
腐
敗
を
防
ぎ
、
以
て
遠

く
へ
販
費
す
る
方
法
も
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

。
然
ら
ば
こ
と

の
ま
ｘ
販
費
す
る
方
法
は
一
腰
い
か
な
る
起
原
を
有
す
る
も
の
’

で
あ
ら
う
か
。
－

　

北
支
那
に
於
ｔ
は
、
古
ぐ
よ
り
冬
季
結
冰
を
探
り
て
之
を
冰

室
、
冰
井
忌

れ
。
て
ゐ
る
。
江
南
地
方
に
於
て
も
越
王
勾
読
０
冰
室
が
あ
っ
た

Ａ
Ｊ
Ａ
)
を
越
鱈
書
外
傅
記
地
傅
に
傅
へ
て
ゐ
る
。
仲
し
こ
れ
な
の

　
　
　
　
　
　
　

″
‘

　
　
　
　
　
　

４

　

‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｊ
’

冰
室
、
冰
井
は
多
く
は
王
侯
貴
族
０
所
有
物
で
あ
り
、
一
般
庶

民
０
生
’
活
と
は
殆
ん
ど
関
係
の
な
Ｓ
-
＾
Ｑ
-
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

冰
が
庶
民
の
生
活
と
密
接
な
る
開
聯
を
も
っ
の
は
ど
う
も
近
世

に
入
っ
て
か
ら
の
や
う
で
あ
る
。
費
冰
、
買
冰
等
と
い
ふ
成
１
　
。

が
多
ぺ
見
ら
れ
る
の
も
唐
代
以
後
で
あ
り
、
夏
に
の
冰
に
瀾
す
Ｉ

29
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詩
が
多
く
讃
ま
れ
る
や
う
に
な
っ
た
の
も
近
世
に
入
っ
て
か
ら

後
の
こ
と
で
あ
る
。
例
へ
ば
南
宋
の
楊
萬
里
の
詩
の
一
節
に

（
誠
斎
集
巻
十
八
賜
枝
歌
）

　

帝
城
六
月
日
卓
午
。
市
人
如
玖
汗
如
雨
。

　

費
冰
一
聾
隔
水
米
。
行
人
未
喫
心
眼
開
。

と
あ
る
如
き
、
冰
が
庶
民
の
生
活
に
深
く
喰
入
っ
て
、
そ
０
生

活
内
容
を
い
か
に
豊
富
な
ら
し
葡
て
ゐ
た
か
ゞ
彷
彿
と
す
る
で

は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

”

　

か
や
う
に
、
冰
が
已
に
民
衆
の
生
活
と
密
接
な
る
開
係
を
も

っ
て
来
る
と
、
冰
を
管
業
用
と
し
て
貯
截
す
る
方
法
が
考
へ
ら

れ
る
の
は
自
然
の
勢
で
あ
ら
う
。
冰
廠
が
生
魚
の
運
迭
に
利
用

せ
ら
れ
る
た
め
に
疲
生
し
た
と
て
怪
し
む
に
足
ら
ね
。
‐
管
見
の

及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
、
先
に
も
引
用
し
た
が
、
乾
隆
鄭
謳
志
巻
二

八
物
産
の
條
に

　
　
　
　
　
　

‘

　

Ｉ
Ｉ
Ｉ

　
　
　
　

／

　

販
至
省
城
貿
之
。

と
あ
る
如
く
、
已
に
明
代
に
於
て
生
魚
の
運
搬
に
冰
を
利
用
し

て
ゐ
る
か
ら
、
雨
江
沿
岸
の
冰
廠
の
起
原
も
、
少
く
と
も
明
代

に
湖
る
と
と
が
可
能
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
。
’

　

か
や
う
に
近
世
に
於
て
は
漁
業
０
腿
建
に
件
っ
て
冰
廠
が
晨

生
す
る
。
そ
れ
は
庶
民
殊
に
郡
會
人
の
生
活
内
容
を
更
に
豊
富

に
す
る
。
中
世
ま
で
は
主
と
し
て
特
権
階
級
の
奢
侈
品
で
あ
っ

た
冰
も
、
近
世
に
至
る
と
も
は
や
奢
侈
品
で
た
く
な
’
り
、
普
く

庶
民
０
間
に
ゆ
漣
わ
た
ゐ
。
乾
魚
や
盛
魚
が
海
の
幸
と
し
て
重

賓
が
ら
れ
た
時
代
は
已
に
過
ぎ
て
生
々
し
い
生
魚
の
料
理
を
膳

に
盛
る
こ
と
が
出
来
る
や
う
に
な
っ
た
。
山
海
０
珍
味
を
一
膳

の
上
に
蒐
め
て
味
０
殿
堂
に
享
楽
の
生
活
を
恣
に
す
る
都
人
士

の
生
活
は
支
那
人
の
羨
望
の
的
で
あ
る
。
郷
鍾
０
地
主
は
金
が

出
来
る
と
、
新
城
に
住
ま
ん
こ
と
を
欲
し
、
新
城
０
地
主
は
更

雨
東
浪
江
居
民
。
多
截
冰
篤
業
。
謂
之
冰
廠
。
夏
初
慾
取
以

　
　

に
省
城
に
住
ま
は
ん
こ
と
を
希
ひ
、
爾
後
は
上
海
０
租
界
内
に

　
　
　
　

⑨

佐
海
魚
行
遠
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
居
す
る
こ
と
を
以
て
最
大
の
理
想
と
し
て
ゐ
た
と
い
ふ
こ
と

と
あ
る
の
が
、
冰
廠
の
交
歓
に
見
え
る
最
初
の
記
載
で
あ
る
。

竹
こ
急
診
府
言
混
紡
冊
知
鉱
賢
兄
餌
）

　

石
首
魚
一
名
黄
魚
。
産
於
海
。
個
五
月
中
。
杭
人
載
冰
出
洋
。

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
生
活
０
安
４
　
を
得
る
た
め
で
も
あ
る
が
、

更
に
豊
富
た
る
奢
侈
生
活
を
享
楽
す
る
た
め
で
も
あ
る
。
宜
た

る
哉
丿
舟
山
群
島
の
魚
類
は
現
在
殆
ん
ど
上
海
に
て
舎
館
し
轟

さ
れ
て
ゐ
る
。
併
し
用
ふ
る
所
の
冰
轜
も
は
や
原
始
的
な
冰
廠

30-
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ぶ
冰
で
は
た
い
。
雨
江
、
の
冰
廠
巣
し
。
て
匯
く
ば
く
・
の
蓮
命
?
i
8
i
-
＝
＞

や
。

　

｛
補
註
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’‘

　
　

①
ご
支
那
省
別
全
誌
第
言
。
一
巻
五
四
七
頁
參
優
一

　
　

②

　

Ｊ
躯
極
志
第
五
食
貨
志
甲
編
農
業

　
　
　
　

・
。

　
　
　
　

全
躯
田
價
信
計
表
（
民
國
二
十
年
頃
）

　

。

匹

　

一一一一
ﾌﾞ

二］

④

　

同
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／

　
　
　

’

　
　
　

〔
鄭
嶺
〕
‐
梅
墟
之
冰
田
。
毎
畝
在
五
百
元
左
右
。
惟
此
皆
因

　
　
　

貝
母
奥
冰
業
之
利
。
有
以
致
之
。
’

　
　

同
書
食
貨
志
乙
編
魚
甕
の
條

　

・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’
‐

　
　
　

浪
江
〔
雨
江
〕
一
帯
農
田
。
４
　
畝
價
値
。
。
在
五
百
元
以
上
。
皆

　
　
　

因
冰
業
之
利
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　

。

④

　

捺
冰
の
努
賃
】
時
間
二
角
（
民
國
二
十
年
頃
）
が
他
の
等
賃
よ
、
ｈ
’

　

。
高
い
七
と
は
次
の
統
計
表
と
比
較
す
れ
ば
容
易
に
理
解
せ
ら
れ

　
　

る
で
あ
ら
う
。
ｆ

　
　

Ｊ
耶
駆
通
志
食
貨
志
庚
編
生
計
、
゛
各
業
工
匠
毎
日
’
エ
安
統
計
表

（
依
採
民
國
十
九
年
ｔ
軋
列
入
）

搬米屠船鞍桟理榛五寥石裁凛木名

望

　　　　　　　

水

人工夫夫匠司髪匠夫匠縫匠匠

　

稽

ヤ･一一二一､一二一一〇一｀一一

　

最
゛●

　

●

　

●

　

●

　

●

　

●

　

●

　

●

　

’●

　

●

　

●

　

●

　

●
○一〇〇三〇〇〇五九二･〇〇

〇〇〇〇○○○○○○○○○

元元元元元元元元元元元元元

　

高

　　　　　　　　　　　　　　

-
○○○○･○○○○○○○○○

　

最

●

　

●I

　

●；●!●

　

●

　

●

　

●

　

●

　

●

　

●

　

●

　

●
四三三四三二五四四四三三三

〇〇〇９五八〇〇〇〇七〇〇

元元元尤元元元･元､元元元元元

　

低.

一一
○○○○○○○○○○○○○

　

平

●

　

●

　

●

　

●

　

●

　

●

　

●

　

●

　

●

　

●

　

●

　

●

　

●
五五四六五五八七八七七七七

口○五〇五〇〇〇〇〇五五五卜仙
元元元元元元元元元元元元元

　

勾

⑤

　

浙
東
地
方
を
族
行
し
て
先
づ
感
す
る
こ
と
は
（
浙
東
の
み
に
限

　
　

ら
す
、
特
殊
の
地
方
を
除
く
支
那
全
饅
と
い
ふ
方
か
適
切
か
も

　
　

し
れ
ぬ
が
）
樹
木
と
稽
す
ぺ
／
≪
i
＊
ａ
の
は
’
殆
ん
ど
す
べ
て
伐
採
せ

　
　

ら
れ
て
、
山
と
に
い
ふ
山
は
皆
禿
山
に
な
つ
て
ゐ
る
ｆ
｀
と
て
あ
る
ｏ

　
　

か
う
い
ふ
現
象
は
家
那
に
於
て
は
翰
程
古
が
時
代
か
ら
変
生
七
｀

　
　

て
ゐ
る
と
’
見
え
て
、
孟
子
等
も
牛
山
を
そ
の
引
き
あ
ひ
に
出
し

　
　

て
ゐ
る
・
宋
代
に
於
て
は
側
封
府
の
貴
族
を
め
ぐ
つ
て
屡
々
材

　
　

木
の
疑
獄
が
蔓
生
し
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
材
木
が
鴬
時
の
支
那

　
　

に
於
て
大
い
に
櫛
底
り
て
ゐ
た
鮎
か
ら
起
つ
て
ゐ
る
。
又
鼎
革

　
　

｀
の
際
、
或
は
朝
廷
が
新
し
い
宮
殿
を
造
築
す
る
時
に
は
、
腕
酉
、

－31 －



2２８

　
　

四
川
奪
の
奥
地
か
ら
材
木
を
都
ま
で
運
搬
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の

　
　

結
果
そ
の
價
格
は
非
常
に
高
價
な
ぎ
の
に
な
る
。
南
宋
等
で
は

　
　

盛
か
日
本
か
ら
檎
杉
等
の
材
木
を
輪
逞
し
て
、
宮
殿
の
用
材
に

　
　

充
て
て
ゐ
る
。
現
在
で
も
寧
波
の
輸
入
品
の
内
に
は
材
木
が
あ

　
　

り
、
重
嬰
な
輸
入
品
の
一
項
に
な
っ
て
ゐ
る
。
そ
こ
で
、
浙
東

　
　

に
於
て
は
材
木
は
随
分
高
價
を
呼
ぶ
・
浙
東
に
於
け
る
製
甕
法

　
　

の
改
革
、
印
ち
煎
甕
法
か
ら
晒
甕
法
に
改
め
よ
う
と
し
て
も
仲

　
　

々
責
行
が
出
来
な
い
の
も
甕
板
印
ち
杉
板
製
の
晒
板
が
非
常
に

　
　

高
價
な
結
果
で
あ
る
。

　
　
　

冰
廠
用
の
材
木
が
貰
廠
の
負
据
に
な
っ
て
。
ゐ
る
の
も
か
ｓ
る

　
　

鮎
に
理
由
が
あ
る
や
う
で
あ
る
。

④

　

以
上
冰
業
に
闘
す
る
況
明
は
鄭
螺
通
志
食
貨
志
乙
編
魚
甕
の
條

　
　

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

⑦

　

國
語
巻
二
〇
越
語
上
に

　
　
　

勾
賤
之
地
。
南
至
于
句
無
。
北
至
千
禦
見
。
東
至
于
鄭
。
西

　
　
　

至
于
姑
蔑
。
廣
運
百
里
。

　
　

と
ゐ
れ
ば
、
越
は
今
の
郵
願
を
合
む
所
の
浙
東
地
方
を
も
領
有

　
　

し
て
ゐ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
　

｀

⑧

　

乾
逍
四
明
圖
纒
倦
四
定
海
願
の
條
に
は

　
　
　

梁
開
平
三
年
。
鏡
氏
嫁
呉
越
。
以
其
地
有
魚
姪
之
利
。
始
開

　
　
　

邑
ｏ
ｍ
ｗ
.
海
。
旋
改
日
定
海
。
皇
朝
閃
之
。
煕
寧
十
年
ｏ
割

　
　
　

郵
麻
之
海
晏
・
霊
像
・
太
丘
三
郷
。
隷
本
願
。
元
豊
元
年
。

　
　
　

復
割
本
麻
金
塘
郷
。
腸
昌
國
。
…
…
九
域
志
淫
上
、
願
。
。

　
　

と
見
え
る
や
う
に
、
定
海
瞬
の
変
生
を
魚
甕
の
利
に
基
く
も
の
Ｉ

　
　

乏
し
て
ゐ
る
の
は
註
目
に
値
す
る
。
之
を
逆
に
言
へ
ぱ
こ
の
地

　

‘

　

方
の
漁
業
は
五
代
の
頃
か
ら
大
い
に
襲
注
し
た
も
の
と
考
へ
る

　
　

に
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

③

　

乾
隆
鄭
聡
志
巻
二
八
物
産
、
石
首
魚
の
條
に
は

　
　
　

春
末
夏
初
。
佐
以
蔵
冰
。
日
冰
鮮
。
同
志

　
　

と
い
へ
る
如
く
、
聞
氏
の
康
煕
部
懸
志
を
引
い
て
、
冰
詰
に
し

　
　

た
生
魚
を
冰
鮮
と
い
ふ
と
見
え
て
ゐ
る
。

〔
附
記
〕

　

本
稿
は
筆
者
が
本
年
四
月
一
日
か
ら
十
六
日
に
か
け
て
浙

　

東
地
方
を
旅
行
し
た
時
、
船
上
か
ら
冰
廠
を
逍
望
し
て
、
そ
の
多

　

き
に
驚
き
、
且
つ
は
興
味
を
畳
え
た
の
で
、
蹄
國
の
後
、
冰
廠
に

　

関
す
る
資
料
を
渉
猟
し
て
も
の
し
た
も
の
で
あ
る
。
冰
廠
に
つ
い

　

て
直
接
調
査
を
し
た
わ
け
で
な
い
か
、
ら
細
部
に
わ
仁
つ
て
は
不
明

　

の
鮎
が
多
い
。
又
起
原
に
つ
い
で
も
鳶
に
古
い
資
料
が
あ
る
加
も

　

し
れ
ぬ
。
編
輯
子
の
請
は
る
ｓ
ま
ｓ
に
、
。
旅
行
の
お
ぼ
え
が
き
と

　

し
て
こ
の
稿
を
草
し
た
。
大
方
の
叱
正
を
希
ふ
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｛
昭
和
十
七
年
七
月
十
日
稿
了
｝
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